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武道授業 実践の概要紹介 越前市

　

本
市
に
は
中
学
校
が
8
校
あ
り
（
う

ち
分
校
1
）、
生
徒
数
は
２
４
８
０
名

で
あ
る
。

　

昔
か
ら
剣
道
の
盛
ん
な
土
地
柄
で
、

武
道
必
修
化
に
な
る
平
成
24
年
度
以
前

よ
り
す
べ
て
の
中
学
校
で
剣
道
が
行
わ

れ
て
い
る
。
平
成
26
年
度
も
各
学
校
と

も
1
・
2
年
お
よ
び
3
年
生
に
お
い

て
、
8
～
12
時
間
で
剣
道
授
業
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。

　

武
道
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
学
校
は

2
校
の
み
で
、
剣
道
授
業
は
体
育
館
を

使
用
し
て
い
る
が
、
剣
道
具
も
整
備
さ

れ
て
お
り
、
修
繕
費
も
市
で
予
算
を
持

っ
て
い
る
。

　

平
成
26
年
度
に
お
け
る
保
健
体
育
科

の
教
員
は
18
名
で
、
剣
道
授
業
を
行
う

教
員
の
う
ち
剣
道
有
段
者
は
10
名
、
剣

道
一
級
取
得
者
が
2
名
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
福
井
県
教
育
委
員
会
が
実

施
し
て
い
る
剣
道
・
柔
道
の
級
位
・
段

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
剣
道

　

越
前
市
は
、
福
井
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
市
の
中
央
を
Ｊ
Ｒ
北
陸

本
線
、
北
陸
自
動
車
道
と
国
道
８
号
が
縦
断
し
、
関
西
・
中
京
圏
な
ど
の

主
要
都
市
や
福
井
市･
敦
賀
市
な
ど
の
周
辺
都
市
と
の
交
通
の
動
脈
と
な

っ
て
い
る
。
旧
市
町
の
歴
史
は
古
く
、
継
体
天
皇
伝
承
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
「
越
の
国
」
と
呼
ば
れ
た
頃
か
ら
拓
け
た
地
域
で
、
越
前
国
府
が
置
か

れ
、
政
治･

経
済･

文
化
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
た
。

　

ま
た
、
本
市
は
、
古
く
か
ら
モ
ノ
作
り
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、
１
５

０
０
年
の
伝
統
を
誇
る
越
前
和
紙
を
は
じ
め
、
刃
物
業
界
で
初
め
て
国
の

伝
統
工
芸
の
指
定
を
受
け
た
越
前
打
刃
物
が
あ
り
、
固
有
の
地
域
文
化
が

培
わ
れ
て
い
る
。
近
年
は
、
半
導
体
や
電
子
精
密
機
器
等
の
ハ
イ
テ
ク
産

業
の
企
業
が
立
地
し
、
幅
広
い
産
業
が
集
積
し
、
県
内
一
の
製
造
品
出
荷

額
を
誇
る
産
業
都
市
で
あ
る
。

福
井
県
越
前
市
に
お
け
る

中
学
校
武
道
必
修
化
に
向
け
た
取
組

越
前
市
教
育
委
員
会
教
育
振
興
課

1

は
じ
め
に

国の伝統工芸の指定を受けた越前打刃物。毎年元旦
午前 0時より、古式鍛錬「初打」が行われる　　　

2

学
び
合
い
支
え
合
う
体
育
の
授
業

位
認
定
講
習
（
剣
道
と
柔
道
を
隔
年
実

施
）
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
教
員
に
な
っ
て
か
ら
資
格

を
取
得
し
て
い
る
。
し
か
し
剣
道
有
段

者
と
は
い
え
、
よ
り
専
門
的
な
剣
道
指

導
に
つ
い
て
悩
み
を
持
つ
教
員
も
少
な

く
な
い
。

　

本
市
で
は
小
・
中
学
校
の
教
員
に
よ

る
教
科
ご
と
の
研
究
部
が
組
織
さ
れ
て

お
り
、
授
業
研
究
会
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
る
。
平
成
25
年
度
に
は
剣
道
専
門

の
保
健
体
育
科
教
員
の
授
業
を
参
観

し
、
よ
り
効
果
的
な
剣
道
指
導
に
つ
い

て
研
究
協
議
を
行
っ
た
。

　

今
回
は
、
剣
道
授
業
の
研
究
を
進
め

て
い
る
武
生
第
六
中
学
校
の
実
践
を
紹

介
す
る
。

～
剣
道
の
特
性
を
生
か
し
た

　

授
業
を
通
し
て
～

武
生
第
六
中
学
校　

和
田
真
吾

⑴
研
究
の
概
要

　

剣
道
は
中
学
校
で
初
め
て
学
習
す
る

内
容
で
あ
る
た
め
、
今
ま
で
経
験
の
な

い
動
き
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の
た

め
、
授
業
に
お
い
て
基
本
動
作
や
技
を

で
き
る
だ
け
身
に
つ
け
、
相
手
の
動
き

の
変
化
に
対
応
し
た
攻
防
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
礼
の
仕
方
に
代
表
さ

れ
る
伝
統
的
な
考
え
方
を
重
視
す
る
と

と
も
に
、
生
徒
た
ち
が
楽
し
く
意
欲
を

持
っ
て
基
本
の
動
き
や
技
の
習
得
が
で

き
る
よ
う
な
工
夫
を
考
え
、
授
業
の
展

開
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
剣
道
と
聞
く
と
、
堅
く
て
痛

い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
て
、
他
の
体

育
の
単
元
に
比
べ
、
苦
手
意
識
を
持
つ

生
徒
が
毎
年
出
て
く
る
。
そ
の
こ
と
か

ら
、
授
業
の
中
に
「
遊
び
」
の
要
素
を

取
り
入
れ
て
、
剣
道
を
楽
し
く
受
け
止

め
さ
せ
、
興
味
や
関
心
を
持
た
せ
る
中

で
剣
道
の
特
性
を
学
べ
る
よ
う
な
工
夫

と
、
少
人
数
の
班
編
制
を
随
所
に
取
り

入
れ
、
お
互
い
の
動
き
の
確
認
や
、
話

し
合
い
と
協
力
の
中
か
ら
学
び
合
え
る

授
業
を
工
夫
し
た
。

⑵
授
業
実
践

　

武
道
「
剣
道
」（
第
２
学
年
）

①
単
元
の
学
習
過
程

（
11
時
間
配
当　

本
時
２
／
11
）

※
次
頁
表
参
照
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②
本
時
の
目
標 

　

剣
道
の
特
性
を
理
解
し
、
礼
法
や
所

作
、
竹
刀
の
取
り
扱
い
と
操
作
の
仕
方

を
身
に
つ
け
る
。

〈
評
価
規
準
〉

ア
剣
道
の
伝
統
的
な
行
動
の
仕
方
に
関

心
を
持
ち
、
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら

意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組
も
う
と
し

て
い
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

イ
竹
刀
を
正
し
く
操
作
す
る
こ
と
が
で

き
る
。（
技
能
）

①単元の学習過程
時  ねらいと学習活動  

１  ・オリエンテーション・今後の授業について。  

・正座の仕方、立ち方、座り方、座礼の仕方。  

２  ・剣道の特性を理解し、竹刀の取り扱いと操作の仕方を身につける。（竹刀遊び）  

３  ・剣道具をすべてつける。・刃筋を考え面、小手、胴を打つ。  

４  ・攻めに対して相手の変化を見て大きなかけ声を出して打突する。（一歩攻めて打つ）

５  ・攻めに対する相手の変化を素早く捉え、大きなかけ声と共に打突する。（かかり稽

古を行う）  

６  ・左足を素早く引きつけて打突する。（二・三段の技）  

７  ・腰や背中を曲げず打突する。（つばぜり合い）  

・正しいつばぜり合いから素早く下がって打突する。 （引き面、引き小手、引き胴）

８  ・応じ技を理解し、気剣体の一致で打突する。  

（出ばな小手、小手抜き面、面抜き胴）  

９  ・礼法を大切にし、身につけた技と大きなかけ声とともに地稽古を行う。（ミニ試合）

10  ・学習してきた技能をすべて生かしてまとめの試合を意識しながらのかかり稽古、試

合稽古。  

11  ・評価テスト ・基本の動作・打突 ・剣道知識小テスト  

③
準
備
物 

　

パ
ソ
コ
ン　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー　

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド　

提
示
カ
ー

ド　

模
擬
刀　

木
刀　

竹
刀　

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
23
個　

新
聞
紙
（
30
枚
）

　

新
聞
玉　

か
ご　

学
習
カ
ー
ド　

防
具
一
式

・新聞試し切り

・新聞玉打ち（トスアップ）

◎左手を頭の上まで持って行き、まっすぐ一気に

床の近くまで振り下ろすように助言する。

◎姿勢をのばして、飛んでくる球から目を離さ

ず、剣先で打つように助言する。

ま

と

め

○本時を振り返り学習カードに

記入する。

○正座して挨拶をする。（黙想）

○次時の内容を知る。

・本時のメニューのポイントを学習カードに

　チェックさせ、竹刀操作の出来栄えを振り

　返らせる。

・姿勢、呼吸、心を整えさせる。

・次時の内容を伝える。

（イ）

学習
カード

④本時の学習過程（2／11）

過程 学 習 活 動 指導上の留意点（◎はＢを達成するための手だて） 評価

導

入

○集合・あいさつ・出欠確認

・本時の学習内容について確認

し、見通しを持つ。

○防具の着装、竹刀の点検

○大会映像を見て、１本をとって

勝つためには何が必要か考え、剣

道の特性を理解する。

・DVD（１本の決まる映像）

・防具と竹刀に不備がないか確認させる。

・面はつけさせない。

・剣道の歴史や特性について理解させ、関心を持

たせる。

・竹刀の操作に注目させる。

展

開

○竹刀の取り扱いを学ぶ。

○竹刀の操作を剣道の動きに近

い遊びを通して体験する。

・ボール打ち

・模擬刀、木刀を提示して生徒に興味を持たせ、

竹刀という剣の理解と扱い方をより深められ

るようにする。

・少人数の班を編制し、お互いに協力しながら体

験させる。

・遊び体験を通して剣道を楽しく感じさせ、興味

関心を高めさせる。

◎左手を力点、右手を支点、剣先を作用点と考え、

「てこの原理」で手首のスナップを利用し打つ

ように助言する。

（ア）

（イ）

観察

観察

剣道の特性を理解し、竹刀の動かし方を楽しく学ぼう

〈判断基準〉

観点
Ｂ

（おおむね満足できる）

Ａ

（十分満足できる）

関心・

意欲・

態度

剣道の伝統的な行

動の仕方に関心を

持ち、意欲的に学

習に取り組もうと

している。

剣道の伝統的な行

動の仕方に関心を

持ち、仲間と協力

しながら積極的に

学習に取り組もう

としている。

技能 竹刀を正しく操作

す る こ と が で き

る。

竹刀を正しく操作

し、スナップを効

かせた鋭い振りが

できる。
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⑤
授
業
の
観
点

・
剣
道
の
特
性
を
理
解
し
、
学
習
へ
の

意
欲
を
高
め
る
た
め
に
、
剣
道
の
動

き
に
近
い
「
遊
び
」
を
取
り
入
れ
た

こ
と
は
適
切
で
あ
っ
た
か
。

⑶
武
道
の
特
性
を
生
か
し
た
楽
し
く
体

を
動
か
せ
る
工
夫

　

生
徒
が
剣
道
を
意
欲
的
に
取
り
組
め

る
工
夫
と
し
て
、
従
来
行
っ
て
い
た
基

本
動
作
の
練
習
や
技
の
練
習
を
行
う
学

習
過
程
の
所
々
で
、「
遊
び
」
感
覚
で

楽
し
く
体
を
動
か
せ
る
剣
道
的
要
素
を

含
ん
だ
運
動
を
取
り
入
れ
た
。

　
・　
「
１
対
１
シ
ッ
ポ
と
り
対
決
」

…
…
胴
、
垂
れ
を
つ
け
た
状
態
で
、

シ
ッ
ポ
を
つ
け
お
互
い
に
体
を
か
わ

し
た
り
攻
め
た
り
し
て
シ
ッ
ポ
を
取

り
合
う
。

　
・　
「
１
対
１
胴
タ
ッ
チ
対
決
」
…
…

胴
、
垂
れ
、
小
手
を
つ
け
て
、
相
手

の
胴
を
触
っ
た
方
が
勝
ち
。
審
判
を

１
人
つ
け
、
相
手
の
動
き
に
応
じ
て

攻
撃
し
た
り
小
手
で
払
っ
た
り
、
体

を
か
わ
し
た
り
し
て
勝
負
を
行
う
。

⑷
支
え
合
う
工
夫

　

今
年
度
の
本
校
の
研
究
テ
ー
マ
が

「
学
び
合
い
」「
支
え
合
う
」
で
あ
る
。

剣
道
は
相
手
と
剣
を
交
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
多
く
を
学
び
、
そ
の
特
性
か
ら
学

び
合
う
心
を
様
々
な
場
面
で
伝
え
、
体

験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

支
え
合
う
と
い
う
場
面
は
剣
を
交
え
る

だ
け
で
は
な
か
な
か
伝
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
そ
こ
で
注
目
し
た
の
が
、
防

具
つ
け
で
あ
る
。
剣
道
嫌
い
に
「
防
具

を
つ
け
る
の
が
嫌
」「
防
具
つ
け
が
難

し
い
」と
理
由
を
挙
げ
る
生
徒
が
い
る
。

特
に
１
年
生
は
剣
道
具
を
つ
け
る
の
も

初
め
て
で
、
み
ん
な
か
ら
遅
れ
を
と
る

と
焦
り
が
で
た
り
、
嫌
な
思
い
を
し
た

り
す
る
生
徒
が
い
る
。
そ
こ
で
、
剣
道

具
つ
け
は
毎
回
列
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を

組
ん
で
協
力
を
行
っ
た
。
早
く
つ
け
終

わ
っ
た
生
徒
は
、
グ
ル
ー
プ
内
の
ま
だ

終
わ
っ
て
い
な
い
仲
間
を
助
け
る
よ
う

に
し
た
。
時
間
を
重
ね
る
う
ち
に
、
手

伝
う
だ
け
で
は
な
く
、
結
び
方
を
教
え

る
側
、
学
ぶ
側
に
な
っ
て
い
る
場
面
も

あ
り
、
支
え
合
い
な
が
ら
学
び
合
い
の

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
少

し
上
達
し
た
頃
に
は
剣
道
具
つ
け
を
グ

ル
ー
プ
対
抗
の
競
争
で
行
い
、
こ
こ
で

も
遊
び
の
工
夫
を
取
り
入
れ
た
。

⑸
道
具
の
工
夫

　

昨
年
度
に
剣
道
の
授
業
を
行
っ
た
反

省
と
し
て
、
面
を
着
用
す
る
と
生
徒
の

識
別
が
し
に
く
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

白
い
生
地
で
名
前
を
書
く
垂
れ
ネ
ー
ム

も
市
販
さ
れ
て
い
る
が
、
な
る
べ
く
経

費
が
か
か
ら
ず
、
何
か
い
い
ア
イ
デ
ア

は
な
い
か
を
考
え
た
。
そ
こ
で
誕
生
し

た
の
が
、
Ｂ
６
の
白
い
コ
ピ
ー
用
紙
に

サ
イ
ン
ペ
ン
で
名
前
を
書
い
て
、
裏
は

輪
ゴ
ム
を
上
下
に
ガ
ム
テ
ー
プ
で
貼
っ

て
作
る
即
席
の
垂
れ
ネ
ー
ム
で
あ
る
。

使
用
す
る
前
は
す
ぐ
に
破
れ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
た
が
、
か
か
り

稽
古
や
地
稽
古
を
行
っ
て
も
最
後
ま
で

と
れ
な
い
生
徒
が
多
く
、
簡
素
だ
が
今

後
も
使
用
で
き
る
垂
れ
ネ
ー
ム
だ
と
感

じ
た
。

⑹
運
動
量
確
保
の
た
め
の
工
夫
（
か
か

り
稽
古
・
地
稽
古
）

　

１
年
生
に
教
え
た
基
本
技
は
、
以
下

の
７
種
類
で
あ
る
。

面
、
小
手
、
胴
、
払
い
面
、
払
い

小
手
、
小
手
面
（
二
段
技
）、
引

き
技
（
面
、
小
手
、
胴
）

　

こ
の
技
を
使
っ
て
、
か
か
り
稽
古
と

地
稽
古
を
中
心
に
単
元
の
ま
と
め
と
し

て
行
っ
た
。
か
か
り
稽
古
で
は
先
生
と

弟
子
役
と
い
う
役
割
を
初
め
に
与
え
、

先
生
役
が
、
打
た
せ
る
場
所
を
開
け
な

が
ら
「
面
」「
小
手
」「
小
手
面
」
な
ど

と
打
つ
部
位
を
相
手
に
言
葉
で
伝
え
、

ど
ん
ど
ん
打
た
せ
る
こ
と
を
し
た
。
ま

だ
相
手
の
隙
を
見
つ
け
る
こ
と
が
難
し

い
１
年
生
同
士
で
、
打
た
せ
た
い
部
分

　・　「すり足リレー」……グループを作り、剣道のすり足で折り返しリレーを行う。バトンタッチは、

抜き胴で行う。（すり足棒使用）

審判を１人つけ、胴打ち対決をしてる様子 シッポを取り合っている生徒の様子

抜き胴のバトンタッチの様子 すり足リレーで折り返している様子

列が全員付け終わり次第コーンを倒す（競争） 防具つけで支え合う生徒の様子
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を
相
手
に
知
ら
せ
る
こ
と
で
打
突
す
る

場
所
が
は
っ
き
り
し
、
ス
ピ
ー
ド
は
な

か
な
か
出
な
い
が
、
運
動
量
も
増
え
、

積
極
的
に
活
動
で
き
る
生
徒
が
多
か
っ

た
。

　

か
か
り
稽
古
で
体
が
動
く
よ
う
に
な

っ
た
生
徒
は
、
技
を
出
す
こ
と
に
自
信

が
持
て
、
相
手
に
打
ち
込
む
こ
と
が
怖

か
っ
た
生
徒
も
、
だ
ん
だ
ん
と
打
て
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
右
回
り
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
、
相
手
を
５
人
以
上
変
え
る
こ
と

で
、
様
々
な
相
手
と
の
攻
防
が
で
き
、

相
手
に
よ
っ
て
対
応
を
変
化
す
る
こ
と

を
楽
し
ん
で
い
る
姿
が
多
く
見
ら
れ

た
。

⑺
研
究
成
果
と
課
題

　

研
究
を
通
し
て
一
番
の
成
果
と
思
え

る
こ
と
は
、
昨
年
よ
り
も
一
生
懸
命
に

剣
道
に
取
り
組
み
、
意
欲
的
な
生
徒
の

姿
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
で
あ
る
。

　

武
道
と
い
う
日
本
古
来
の
伝
統
的
な

文
化
を
伝
え
な
が
ら
、「
遊
び
」
感
覚

の
運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
メ
リ

ハ
リ
の
き
い
た
授
業
展
開
に
な
り
、
真

剣
な
表
情
と
、
笑
顔
を
毎
時
間
見
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
中
で
も
、
剣
道
具

を
つ
け
る
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
、
活
動

時
間
が
少
な
く
な
る
こ
と
や
、
実
際
に

人
を
打
突
す
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
、

な
か
な
か
相
手
に
打
突
で
き
な
い
生
徒

も
あ
っ
た
。
こ
の
課
題
を
生
か
し
、
今

後
、
場
の
設
定
や
生
徒
同
士
が
支
え
合

う
工
夫
、
さ
ら
に
、
遠
慮
せ
ず
に
相
手

と
思
い
切
り
攻
防
を
楽
し
め
る
意
欲
づ

け
の
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　

福
井
県
は
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
（
全
国
学
力
テ
ス
ト
）
や
全
国
体

力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査

（
全
国
体
力
テ
ス
ト
）
で
毎
年
の
よ
う

に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
を
維
持
し
て

い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
子
供
の
頑

張
り
」「
保
護
者
の
協
力
」「
指
導
熱
心

な
先
生
」
と
い
う
分
析
を
よ
く
耳
に
す

る
。
本
市
の
子
ど
も
た
ち
も
、
何
事
に

も
真
面
目
で
粘
り
強
く
取
り
組
み
、
先

生
方
も
授
業
研
究
に
余
念
が
な
い
。
教

育
委
員
会
と
し
て
も
、
質
の
高
い
研
修

の
機
会
を
先
生
方
に
提
供
し
た
り
、
剣

道
具
な
ど
の
環
境
面
を
整
備
し
た
り
す

る
こ
と
が
、
よ
り
良
い
剣
道
授
業
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。
今
後
も
行
政
と
学

校
が
力
を
合
わ
せ
て
、
子
供
や
家
庭
の

期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
。

3

お
わ
り
に

地稽古の様子。野球部の生徒

かかりげいこや、じげいこがすごくたのしかった。他にわざが上手にでき
たときうれしかった。

めん、こて、どう、など、いろいろな技があり、相手と真剣に対戦すると
ころが楽しかったです。

もし本当に戦っていたらという想像をしながらだと、前よりリアルに想像
できたと思い、こういうのがためになったと思います。


